

































































サービスセンター）3 人、習いごとや趣味の教室 2 人、
新潟福祉会館、新潟市生涯学習センターであった。 
②ほしい居場所は、近隣住民とゆったり話ができるス
ペース、男性が気軽に集まれる場所、地域の茶の間の
増設であった。 
Ⅳ 考察 
 当該地区高齢者の日常生活、買い物方法、居場所な
どに関する状況やニーズが明らかになった。それは、
健康面の不安、特に独居高齢者の身の回りの世話に関
する不安であった。そのため、それを解消できる相談
相手や場の提供が必要である。買い物は、地区のスー
パーが最も利用されており、家族と同居している高齢
者からは深刻な問題は見受けられなかった。しかし、
地区の高齢化が進むとともに、独居高齢者が増加して
いる中で、今後買い物支援に関するニーズは増えると
予想される。さらに、地域の居場所について地域住民
同士がつながりを保つような場の確保が必要であっ
た。 
Ⅴ 結論 
高齢者の主なニーズとして、健康相談や親しく他者
と交流できる場の確保、白山市場の再生等であった。
このニーズへの対応として、現在地区にある空き家、
商店街にある空き店舗、高齢者に十分活用されていな
い地域の憩いの場「ふれあいハウス」を健康相談や集
いの場として有効活用できるための対策を検討する
ことが必要である。 
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